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谷田貝 亜紀代（弘前大）,

大久保 さゆり（農研機構東北農研），

菅野 洋光（農研機構農環研），

石田 祐宣（弘前大）

（農業気象学会2017.3で発表）
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文部科学省科学技術人材育成費
補助事業ダイバーシティ研究環境
実現イニシアティブ（牽引型）
平成28年度弘前大学共同研究

支援採択課題「北東北のヤマセ災害評価のための
気象・衛星データの整備解析」



北東北のヤマセ評価のための気象・衛星
データの整備解析
【内容】

東北地方は夏季のヤマセ（太平洋側）、豪雪（日本海側）などの気象
現象が地域社会、農業、経済に与える影響が大きい。本研究は弘
前大学と東北農業研究センターが中心となり、まずはヤマセ（東北
太平洋側の夏季の冷涼な風・日射不足）をターゲットに、それぞれが
有する「APHRODITE降水量グリッドデータ（APHRO-JP,5km）」、「東北
地方の1kmメッシュ気象データ」、千葉大学環境リモートセンシング
研究センターが一次処理した「ひまわり（8号）衛星データ」を比較す
る。それらにより、グリッドデータの作成手法を改良し、現業・社会貢
献、温暖化影響評価研究や現象の理解などの応用範囲の拡大をめ
ざす。
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H28年度5ヶ月間受託



活動内容

盛岡および弘前で打ち合わせを行い、双方のグリッドデータを交換し
た。

 2017年3月15日に、弘前大学50周年記念会館 岩木ホールにて、研
究会を開催し、卜蔵建治氏（弘前大学名誉教授）には「歴史から見る
ヤマセ研究の現状と将来」、協力者の菅野洋光氏（農研機構農業環
境変動研究センター）には「近年の気候ステージとヤマセの吹走」と
題して話題提供を頂いた。

共催（谷田貝代表の環境研究総合推進費）プロジェクトによる第2部
（気候変動に備える）にて、谷田貝、大久保、豊嶋紘一（千葉大学環
境リモートセンシンク研゙究センター特任研究員）による講演を行った。

内部的に、菅野氏のアルゴリズムによるグリッド気象データ、
APHRODITE日降水データを相互参照できるようにした。
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5東奥日報 2016年3月16日

https://www.youtube.com/watch?v=oHUbq17-BI4
https://www.youtube.com/watch?v=oHUbq17-BI4


本年度の活動内容・目的
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・ヤマセの農業への影響という場合、（現在では）7月
下旬の日射が決定的に重要なのではないか？
・ヤマセ霧検出のためのダウンスケーリング、適切な
指標（先行シグナル）検出のためにも、雲の場をよく
見て予想できるように。
・海洋上の気団変質、霧の発生の点で、昼だけでなく
夜間霧(雲)もとらえられたほうがよい。

＝＞ Himawari-8をはじめ静止気象衛星画像整備



ヤマセデータベース

 JSTダイバ共同研究をきっかけとして、構築開始。

未公開ですが

－APHRO_JP、気温

－菅野氏のアルゴリズムによるデータ

（最高、最低気温、降水、日射、風速）

－衛星

を整備中
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谷田貝のホームページ
領域の下に構築中なので
希望者には、個別に
URLをお伝えします。
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APHRO_JPとは、アジアの

日降水量グリッドデータ
（APHRODITE）の、日本版
です
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極端降水評価と気象解析のための
APHRODITEアルゴリズムの改良

Asian Precipitation – Highly-Resolved Observational Data 
Integration Towards Evaluation (APHRODITE) of 

the Extreme Events

サブテーマ 2 （京大）

統計的極端現象の評価と
日界補正データの作成

温暖化による日本とアジアの
極端降水影響評価

→ 政策決定への貢献

サブテーマ 1 （弘前大）

大雨と水蒸気輸送の地域性

解析および災害事例との対応

日降水量データの収集
（APHRODITEネットワーク）

日降水量データグリッド化
APHRODITEデータ更新

アルゴリズム改良

グリッド化・日界補正により失わ
れる情報の評価

降水強度

降
水
頻
度

確率密度関数
（PDF）

衛星（PR）からヒマラヤ
の降水量気候値算出

静止気象衛星の利用

洪水災害事例の調査

サブテーマ 3 （千葉大）

衛星・再解析データを使
用したアルゴリズム改良

温暖化による大気
水循環の変化

日界補正
予報

2-1602

風による捕捉損
失の補正（日本）

Armospheric
Riverと豪雨の関

係（日本）

Nepalの
Landslide災害評

価

札幌豪雪への気
象場の解析

AMeDAS sub-
dailyおよび世界
時日界データ

H28-H30年度受託。

関連研究もこのように
行っています。ヤマセ
データベースも応用の
１つ



2017年のヤマセ日（6月～9月） 菅野(1993、天気)によりヤマセ日（１）を判定。菅野氏提供リストより。



ヤマセ日の
ひまわり画像
（by NICT）



こちらではヤマセ日のデータをそれぞれ千葉大学環境リモートセンシング研究センター（Ceres）から静止気象衛星画像、
NICTサイエンスクラウド ひまわり衛星プロジェクトからはヤマセ日の動画をダウンロードしたものを提供します。

谷田貝のホームページ
領域の下に構築中なので
希望者には、個別に
URLをお伝えします。
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まとめ

 H28年度の弘前大・農研機構東北農研の女性研究者の共同研究事
業をきっかけに、菅野洋光氏（農研機構農環研）、千葉大環境リモー
トセンシング研究センターの協力も得て、ヤマセに特化した、気温・
降水量・日射・衛星（ひまわり）データの整備を行った。
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